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下諏訪町社会福祉協議会理事会・評議員会

勧

下諏訪町社会福祉協議会の役員・評議員の皆様です。

が開催されました
平成24年 12月 3日 から、 2年間の任期で役

員、評議員の皆様が新 しく選任 されました。

理事の互選により、新たな会長に渡邊末廣 さ

んが、副会長に志村美津子さんが選任されま

した。

下諏訪町社会福祉協議会は、昭和27年に設

立され、昭和51年に、住民参加による福祉の

促進を目的に、任意の社会福祉団体から、社

会福祉法人化され、地域の皆様とともに、福

祉のまちづくりに取 り組む団体です。

平成24年 12月 3日現在

役職名 氏 名 属  職  名 役職名 氏 名 属  職  名 役職名 氏 名 属  職  名
顧   問 青 木  悟 町 長 監  事 吉 澤 廣 志 町 会 計 管 理 者 評 議 員 小 口  徹 町小中学校校長会
会  長 渡 邊 末 廣 学 識 経 験 者 評 議 員 小 沢 貞 義 町 教 育 長 評 議 員 小 口 久 輝 青 少 協 会 長

副 会 長 河 西 孝 則 福 祉 委 協 会 長 評 議 員 松 下 健 ― 町 総 務 課 長 評 議 員 矢 島 正 恒 町教育こども課長

副 会 長 志村 美津子 学 識 経 験 者 評 議 員 的 地  治 福祉委協専門部会長 評 議 員 小 林 忠 則 衛生自治会連合会長
常務理事 漬  克 典 町健康福祉課長 評 議 員 荻 原 貞 子 福祉委協専門部会長 評 議 員 市 瀬  章 町 医 師 会 幹 事
理  事 青 木 利 子 町議会生活文教常任委員長 評 議 員 岡 本寸 いく1戸 福祉委協専門部会長 評 議 員 小 口 道 生 歯科医師会幹事

理  事 中 村 映 子 福祉委協副会長 評 議 員 鈴 木 孝 夫 福祉委協専門部会長 評 議 員 ―ノ瀬  勉 保 護 司 会 長

理  事 鮎 澤 泰 三 福祉委協副会長 評 議 員 青 木  茂 第 2区 区 長 評 議 員 高 木 祥 友 遺 族 会 長
理  事 高 木 清 知 町 教 育 委 員 長 評 議 員 岩 波  渉 第 4区 区 長 評 議 員 吉 江 和 雄 手をつなぐ育成会長
理  事 小 口 照 雄 町 区 長 会 長 評 議 員 長 崎 政 直 第 5区 区 長 評 議 員 鈴木 浩二郎 グレイスフル特養施設長
理  事 伊 東  修 町区長会冨」会長 評 議 員 降 旗 信 夫 第 6区 区 長 評 議 員 三 井 敏 郎 身 障 協 会 長
理  事 中村 喜美子 連 合 婦 人 会 長 評 議 員 増 沢 民 範 第 7区 区 長 評 議 員 中 村 智 彦 保育所保護者会長
理  事 朝 貝 芳 美 信濃医療福祉センター所長 評 議 員 小 浜 雅 利 第 8区 区 長 評 議 員 松 尾 則 子 更生保護女性会会長

理  事 北 川 貴 美 ボランティア連絡協会長 評 議 員 自 田 正 夫 第 9区 区 長 評 議 員 長 崎 裕 子 保健補導連合会長

理  事 下 平 邦 彦 高齢者クラブ連合会長 評 議 員 吉 澤 哲 郎 第 10区 区 長 評 議 員 曽根川 道夫 ハ イム天 白所 長

監  事 小 口 峯 ― 町 議 会 議 員 評 議 員 濱  康 幸 商工会議所会頭
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渡
邊
新
会
長
就
任
の
あ

昨
年
十
二
月
か
ら
石
川
会
長
さ
ん
の
後

を
お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

石
川
会
長
さ
ん
に
は
、
福
祉
制
度
の
変

化
と
多
様
化
す
る
中
に
お
い
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
営
を
堅
実
に
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

石
川
会
長
さ
ん
の
取
り
組
ま
れ
た
活
動

を
大
切
に
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
現
在
、

福
祉
に
対
す
る
要
望
も
個
人
個
人
に
合
っ

た
制
度
へ
と
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

当
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
介
護
保
険
事

業
、
地
域
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
、
各
種
相
談
事
業
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
当
協
議
会
が
運
営
し

て
い
ま
す
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
保
険
、
介
護
予
防
、
権
利
擁
護

等
、
幅
広
い
内
容
で
福
祉
に
関
す
る
相
談

業
務
、
各
種
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

い
さ

つ
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
が
ヽ
」
い
ま
す

社
会
福
祉
法
人
　
下
諏
訪
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

渡

邊

末

廣

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
町
の
指
定
管
理
を
受
け
ま
し
て
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
趣
味
の
会
、
友
達
と
の
茶

話
会
、
入
浴
等
に
ご
利
用
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、

「お

互
い
様
」
の
心
を
大
切
に
、
普
段
ど
お
り

の
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
ご
支
援
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

関
係
機
関
、
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、

福
祉
の

一
層
の
向
上
に
努
め
、
住
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
、
気
軽
に
利
用
し
て
頂
け

る
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
れ
ま
す
よ
う
努

力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

）

～
　
退
任
の
ご
あ

い
さ

つ
　
～

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

在
任
中
は
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
社
協
の
各
種

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
こ
の
下
諏
訪
町
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

可
能
な
限
り
継
続
す
る
、
年
を
と
っ
て
も
、
障
害
を
持
っ
て

も
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
、
生
活
が
で
き
る
、
そ

ん
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
、　
ク社
協
ら
し
い
ク
と
い
わ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

又
、
こ
れ
か
ら
十
年
先
の
社
会
を
見
ま
す
と
、
団
塊
の
世

代
の
人
達
が
七
十
歳
代
後
半
に
入
っ
て
き
ま
す
。
超
高
齢
化

社
会
の
到
来
に
伴
う
将
来
に
向
け
て
、
社
協
内
部
の
組
織
や

事
務
事
業
の
見
直
し
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

社
協
の
在
り
方
も
年
ご
と
に
変
化
し
な
が
ら
、
住
民
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
制
度
改
正
が

目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
、
ど
ん
な
時
代
に
な
っ
て
も
、
普
段
か

ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
と
、
住
民
の
皆
様
に
寄
り

添
っ
た
社
協
で
あ
る
と
共
に
、
常
に
社
協
組
織
の
安
定
化
が

図
ら
れ
、
使
命
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
願

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

）

石川富造 前会長
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下諏誠則地域包日費捌センタコ

成年後見制度とは

どのような制度 ?

どのような

種類があるの?

どんなことを

してくれるの?

9月 11・ 12日  10月 30・ 31日
弁護士の先生を講師にお招きし

勉強会を行いました!!

☆宏カロ者の声☆

老夫婦だけの生活の

最後を考える

をつかけとなりました。

いざという時に知つて安心!!

成年後見制度

認矢□症 。知的障害・精神障害などによって、物事

を半」断する能力が十分でない方の権利を守るため

に、援助者 (成年後見人等)を選ぶことで、法律
的に支援をする制度です。

・判断能力が不十分になる前に→任意後見制度

将来に備えてあらかじめ契約をしておく制度。

・判断能力が不十分になつてから→法定後見制度

家庭裁半」所に申立てをし、判断能力に応じて成

年後見人等(後見人・保佐人・補助人)を裁判所

が決定する制度。

・まずは・・・

1.財産目録を作る 2.
0日々の生活で 00・

本人の財産を管理する

・必要に応じて・・・

今後の予定を立てる

本人に代わって契約をむすぶ

・一定の時期に・・・

家庭裁半」所に報告をする

普段なかなか触れることのない後見倍J度

ですが、身近な問題であることが

わかり、参考になりました。

下諏訪町地域包括支援センター (社会福祉協議会内)

下諏訪町162番地4(砥川住宅 1階 )
相談受付 午前8時半～午後5時 15分 (月 ～金曜日)
電話 0266… 26…3377(緊急時のみ24時間対応 )
FAX 0266… 26…3322
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いつしょに
考えて凛ましょう国 供 鷹喪真機 う地

知つてほしいゎ腰し。撻≧』包Jt その80
ゴールテープ

運動会のかけつこで、駆け抜けてゴールテープを

きる姿は、誰もがよ<目 にする光景であり、疑間を

感じる方はほとんどいないのでは…

偉星人にとつてこのゴールテープがどのように見え

るのか、私は娘のかけつこで改めて知りました。

娘は養護学校に通う5年生。地元小学校には毎月

1回の交流と、運動会のかけつこだけ参カロしていま

す。毎年運動会前の交流は、体育の授業に参カロし、

本番さながらに練習して当日を迎えます。

一人では走れないので、先生に伴走していただき、

ゴールで母が待ち受けます。ゴールに近づくと、一人

で走りきれそうなところで先生が離れ、母が「ここまでおいで」と娘がわかるように呼び寄せます。

娘なりにはとても頑張つて、ゆつくリゴールする、これがlal年の様子です。

昨年の運動会のこと。lrl年通り練習を終え、当日を迎えました。娘の番になり、練習と同じ方法

でスター ト、順調に先生と走つてきます。途中から一人になり、ゴールまで自力で来られるよう私

は娘を呼びました。一緒にスタートをきつた他のお友だちはとつくにゴールしているので、当然ビ

リですが、タイムや勝敗ということは意味をなさない娘はのんびリマイペース、でも一生懸命走つ

てきます。そんな姿を見たゴールテープ係の先生が、娘に花を持たせてあげようと、特別にゴール

テープを張つてくださいました。温かいお心遣いに感謝しつつ、娘を呼びました。ところが…

ゴールまで来た娘は、今まで見た事のない “突如現れた不思議なひも
"の
前で、完全に立ち止まつ

てしまいました。私が「そのままこつちにおいで」と声を掛けても、 “突つ切る
"経験がないので

固まつたまま、 じ一つとその “ひも"を見つめています。 (突つ切る??これは “止まる"じゃな
いの ?)娘の心の声が聞こえる気がしました。言葉を変えて説明してみましたが、どうしたものか
必死で考えている様子。長い時間が流れ、娘は考えに考えた末、 “またいで"ゴールしました。拍
手と温かい笑いが湧き起こりました。

偉星人の娘にとってゴールテープはおそらく “行き止まり
"に見えたのでしょう。8がどうして

も「おいで」と言うので、苦肉の策でまたくことにしたのだと思います。もし―般的な場所でひも

が張つてあつたら、普通は “立ち入り禁止
"です。かけつこは良<て、公共の場所ではいけない…

そういった区別の理解が難しい娘には、せつかくの経験も今後危険に至る可能4生もありうると思い

…今年の運動会は、事前にそのことを先生にお話し1ゴールテープのお心遣いのないようお願いし

ました。

普段私たちがイ可気な<生活している中にも、偉星人にはわかりづらい “常識"が、おそらくまだ

まだたくさんあることと思います…

(下諏訪地区障害を持つ親の会 会員)※編集にあたり、加筆・修正しております。
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